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私
た
ち
の
生
活
・
経
済
活
動
の
大
動
脈

と
も
い
う
べ
き
国
道
と
高
速
道
路
に
お
け

る
、
最
先
端
の
技
術
開
発
や
地
道
な
点
検

作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

設
計
・
保
全
を
実
践

静
岡
県
沼
津
市
と
下
田
市
を
結
ぶ
伊
豆

縦
貫
自
動
車
道
に
あ
り
、
国
道
１
号
に
近
い

谷や

た田
北
高
架
橋（
三
島
市
）。
平
成
24
年
度

に
中
部
地
方
整
備
局
が
と
り
ま
と
め
た「
橋

梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
設
計
の
手
引
き

（
案
）」に
基
づ
い
て
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

が
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
命
化
を
意

識
し
た「
予
防
保
全
」を
実
現
さ
せ
た
高
架
橋

で
、「
床
し
ょ
う
ば
ん版
上
の
防
水
層
を
広
め
に
塗
布
す

る
」な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
一
見
す
る

と
非
常
に
細
か
い
対
策
の
よ
う
で
す
が
、
長

い
目
で
見
る
と
、橋
梁
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
※
の
縮
減
に
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

や
工
夫
を
ま
と
め
、
対
応
項
目
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
で
、
今
後
の
道
路
づ
く
り
に
網
羅
的

か
つ
確
実
な
対
応
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
同
地
域
の
既
存
施
設
の
保
全
管
理

は
静
岡
国
道
事
務
所
が
担
当
。
点
検
・
補

修
は
交
通
規
制
に
対
す
る
配
慮
が
不
可
欠
で

す
。
ト
ン
ネ
ル
の
対
策
区
分
は
３
段
階
に
分

け
、
区
分
ご
と
に
一
定
の
周
期
で
点
検
を
行

い
ま
す
が
、
静
岡
県
東
部
地
区
は
ト
ン
ネ
ル

が
密
集
し
、
交
通
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、
短

時
間
で
効
率
的
に
点
検
で
き
る
よ
う
作
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
打
音
検
査
な
ど
に
加
え
、
ト
ン

ネ
ル
の
壁
面
を
画
像
計
測
す
る
車
両
な
ど
最

新
技
術
も
試
験
的
に
導
入
し
、
よ
り
高
い
精

度
と
効
率
化
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

事
後
保
全
か
ら
計
画
保
全
へ

大
き
く
シ
フ
ト

老
朽
化
が
進
む
高
速
道
路
の

耐
久
性
向
上
を
目
指
し
て

約
４
割
が
建
設
か
ら
30
年
を
超
え
る
日

本
の
高
速
道
路
。中
日
本
高
速
道
路
が
管
理

す
る
中
日
本
地
域
は
特
に
老
朽
化
の
割
合

が
高
く
、
平
成
23
年
よ
り
高
速
道
路
を
健
全

な
状
態
で
百
年
以
上
維
持
し
、
後
世
に
優
良

な
資
産
を
継
承
す
る
た
め
、「
百
年
道
路
」計

画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
蓄

積
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
損
傷
が
深
刻
化
す
る

前
に
補
修
を
行
う
な
ど
、
事
後
保
全
か
ら
計

画
保
全
へ
の
変
革
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

天
井
板
落
下
事
故
の
衝
撃
は
大
き
く
、
調

査・検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、自
ら

の「
安
全
性
向
上
３
ヵ
年
計
画
」に
反
映
。
経

年
劣
化
や
潜
在
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
点
検

要
項
の
見
直
し
や
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

力
を
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
安
全
性
を
強
化
し

社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

特
集

Ⅱ　

各
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
取
り
組
み

計
画
的
な
予
防
保
全
を
推
進
し

将
来
を
見
据
え
た
対
策
を
実
施

道路

防水層は通常、舗装の段階で隠れ
てしまうが、さらに高く塗布するこ
とで（手で差している部分）、床版の
コンクリートを雨水から守ることが
期待されている。

建設中の伊豆縦貫自動車道谷田北高架橋

橋の桁端部だけでもさま
ざまな工夫が。止水板を
付け、下部工天端 ( てん
ば ) に水が溜まらないよ
うにしている。

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

中
部
地
方
整
備
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
津
河
川
国
道
事
務
所
・
静
岡
国
道
事
務
所

※
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
…
構
造
物
の
企
画
・
設

計
・
建
設
か
ら
維
持
管
理
・
解
体
・
廃
棄
ま
で
の
費

用
の
総
額

止水板

桁端部の増塗り
水切り

下部工天端

道
路
／
河
川
／
鉄
道
／
港
湾
／
空
港
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も
珍
し
い
施
設
で
す
。
設
立
以
降
、

同
大
学
の
講
義
以
外
に
も
、
官
公

庁
・
民
間
企
業
の
社
会
人
技
術
者
や

管
理
者
を
対
象
に
し
た
研
修
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
約
３
７
０
名
が
受

講
し
ま
し
た
。
今
後
は
研
修
の
頻
度

と
レ
ベ
ル
を
高
め
、
検
定
制
度
や
情

報
交
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
技
術

者
の
育
成
か
ら
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
ま

で
、
総
合
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
予
定
で
す
。

江
戸
川
は
首
都
圏
約
１
千
万
人
の
水
道

用
水
や
工
業
用
水
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
江
戸
川
の
河
口
か
ら
３
㎞
の
位
置
に
、

洪
水
や
塩
水
遡そ
じ
ょ
う上
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置

し
た
の
が
行
徳
可
動
堰
。
昭
和
32
年
の
設
置

か
ら
56
年
が
経
過
し
、
堰せ
き
ち
ゅ
う柱の
鉄
筋
露
出
、

ゲ
ー
ト
の
老
朽
化（
一
番
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
４

mm
以
上
の
腐
食
）が
見
ら
れ
、現
在
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
に
老
朽
化
対
策
の
事
業
に
着

手
。
河
川
域
の
生
態
系
調
査
、模
型
実
験
な

ど
に
よ
る
技
術
的
検
証
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
面
は
現
況
施
設
を
最
大
限
に

活
か
し
た
延
命
措
置
と
し
て
、
腐
食
が
激
し

い
ゲ
ー
ト
や
堰
柱
の
補
修
、
耐
震
補
強
を
と

に
か
く
早
く
進
め
、
機
能
維
持
を
図
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

検
討
を
進
め
て
い
た
平
成
19
年
、
台
風
９

号
が
襲
来
。洪
水
を
防
ぐ
た
め
、堰
を
開
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
き
に
、
２
号
ゲ
ー

ト
が
操
作
不
能
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
老
朽

化
対
策
を
急
ぐ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
１
号
・
２
号
堰
柱
の
補
修
を
終
え
、

１
号
ゲ
ー
ト
を
シ
ェ
ル
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト

に
取
り
替
え
ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月
に
は

第
３
期
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。
次
の
台
風
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
、
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予

定
で
す
。

新旧の堰柱が見られる行徳可動堰（平成25年8月現
在）。

旧ゲート（ローリングゲート）の溝を利用して、剛性
が高いシェル構造ローラゲートへ更新。

築
56
年
の
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

江
戸
川
行
徳
可
動
堰

河川

さまざまな劣化・損傷が生じ撤去された橋梁の部材を全国から
集めて造られたニュー・ブリッジの全景。 打音検査研修用の壁には

さまざまな大きさの空洞
があり、実際に壁をたたい
て、音の違いを学ぶことが
できる。また壁が繰り抜か
れ、鉄筋が何㎜の厚さで
埋まっているか、内部
構造も確認できる。

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
て
点
検
・
管
理
の
た
め
の
新
技

術
の
募
集
や
、
他
の
企
業
と
の
共
同
研
究
を

行
う
な
ど
、
道
路
資
産
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

橋
梁
点
検
技
術
の

追
究
・
研
究
・
継
承
を
目
的
に

民
学
連
携
で
研
究
用
施
設
を
設
立

点
検
技
術
者
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
中
日
本
高
速
道
路
な
ど
三
団
体
が
連

携
し
、
名
古
屋
大
学
構
内
に
橋
梁
の
点
検
技

術
者
の
育
成
や
技
術
の
継
承
、
研
究
な
ど
を

目
的
と
す
る
研
究
施
設「N

2U
-BRID

G
E

（
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
）」を
設
置
。
同
施
設
で

は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
橋
梁
な
ど
を

移
設
し
、
点
検
の
実
体
験
が
で
き
る
世
界
で

関
東
地
方
整
備
局 

江
戸
川
河
川
事
務
所

2号堰柱

1号堰柱

1号ゲート 2号ゲート
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平
成
26
年
、
開
通
か
ら
50
年
を
迎
え
る

東
海
道
新
幹
線
。
平
成
25
年
度
よ
り
、
全

区
間
10
年
に
及
ぶ
大
規
模
改
修
工
事
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
平
常
運
行
し

な
が
ら
の
工
事
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
例
の

な
い
工
事
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

構
造
物
専
門
チ
ー
ム
に
よ
り

補
修
工
法
を
研
究

日
本
の
大
動
脈
路
線
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
な
く
工
事
を
進
め
る
た
め
、
同
社
で
は

平
成
14
年
７
月
、大
規
模
改
修
の
具
体
的
工

法
・
時
期
を
検
討
す
る
総
合
技
術
本
部
技
術

開
発
部
を
創
設
し
、
現
場
を
熟
知
し
た
技
術

者
12
名
に
よ
る
構
造
物
チ
ー
ム
を
編
成
。
愛

知
県
小
牧
市
に
研
究
施
設
を
設
立
し
、
実
物

大
の
構
造
模
型
を
設
置
。
構
造
解
析
、実
態

調
査
、
大
型
試
験
装
置
を
使
用
し
た
経
年
に

よ
る
影
響
と
予
測
、維
持・強
化
に
関
す
る
対

策
工
法
な
ど
の
検
証
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
既
存
構
造
物
の
耐
久
性
は
ま
だ

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
補
強
で
も
新
し
く
造

り
替
え
た
場
合
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
、コ
ス
ト
も

工
期
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
保
全
に
よ
り

さ
ら
な
る
長
寿
命
化
へ

さ
ら
に
事
後
保
全
か
ら「
予
防
保
全
」へ
、

考
え
方
も
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

鋼こ
う
き
ょ
う
橋
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
、
列
車
荷

重
の
影
響
が
大
き
い
と
い
い
ま
す
。
新
幹
線

の
車
体
は
、
最
新
の
Ｎ
７
０
０
系
は
０
系
よ

り
70
％
軽
量
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
行
本
数

は
１
日
60
本
か
ら
３
３
０
本
に
。
こ
れ
が
影

響
し
て
起
こ
る
溶
接
部
の
疲
労
亀
裂
を
防
ぎ
、

か
つ
耐
久
性
を
高
め
る
た
め
、
溶
接
の
接
合

部
を
補
強
す
る
工
法
の
ほ
か
、
補
助
の
枕
木

を
敷
く
な
ど
、
応
力
※
１
を
分
散
さ
せ
る
工
法

を
開
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
全
般
検
査
で
は
、
当
面

問
題
な
い
と
診
断
さ
れ
て
い
る
軽
微
な
ひ
び

割
れ
が
、
新
幹
線
の
走
行
に
よ
る
振
動
・
空

気
圧
の
変
動
に
よ
り
進
行
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。例

え
１㎝
で
も
空く
う
げ
き隙
※
２
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
、こ
の
空
隙
を
埋
め
る
た
め
の
工
法

も
開
発
し
ま
し
た
。
充じ
ゅ
う
て
ん填す
る
注
入
剤
も
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
試
し
、
さ
ら
に
良
い
物
を

新幹線が駆け抜ける高架橋の下で若返り工事が行われ
ている。

足場が組まれた高架橋下。中性化抑止の
ための表面保護工の工事中。

トンネル覆工撮影車による撮
影の様子

運
休
無
し
で
大
規
模
な「
若
返
り
工
事
」を
実
施
中

開
通
50
年
を
迎
え
る
東
海
道
新
幹
線

鉄道

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

と
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
微
細
な

ひ
び
も
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
点
検
で
導
入
し
た
覆ふ
っ
こ
う工
撮
影
車
は
平

成
25
年
度
、
搭
載
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
３
０
０
０
画
素
か
ら
９
０
０
万
画
素
に

交
換
。
０・５
mm
の
ひ
び
割
れ
ま
で
検
出
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、異
状
を
見
つ
け
た
と
き
に
適
切
に
判

断
で
き
る
点
検
技
術

者
の
人
材
育
成
も
、積

極
的
に
行
って
い
ま
す
。

予
防
保
全
と
日
々

の
点
検
が
、こ
れ
か
ら

の
50
年
へ
の
布
石
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

※
１ 

応
力
…
物
体
が
外
力
を
受
け
た
と
き
、そ
れ
に

応
じ
て
内
部
に
現
れ
る
抵
抗
力
。

※
２ 

空
隙
…
ト
ン
ネ
ル
本
体
と
地
盤
と
の
す
き
ま

全断面修復工法（鋼板巻き）が施工さ
れた高架橋。鋼板自体もメンテナンス
フリーの材質を使用。取り付け方法も
防音壁と一体となるように改良され
たことで支柱レス構造にすることがで
きた。

写真右側が工事中、左側は完了した高架橋。防音
壁も従来のものとはかなり変わっている。また取り
付け方も、荷重分散させコンクリートのひび割れを
防ぐ取り付け方に改良している。

工事中完了
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港
湾
の
岸
壁
は
、
建
設
後
50
年
を
超
え
る

施
設
が
20
年
後
に
は
半
数
以
上
と
加
速
度

的
な
増
加
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
港
湾

施
設
の
老
朽
化
の
進
行
は
海
水（
塩
害
）が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
例
え
ば
桟
橋
式
の
岸

壁
は
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
版（
貨
物
や

人
を
載
せ
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
）の
ひ

び
割
れ
部
分
か
ら
海
水
が
入
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
内
の
鉄
筋
が
腐
食
。
こ
の
影
響
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
離
し
た
場
合
、
床
版
の
強

度
が
下
が
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
重
量

物
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
物
流
に

大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま
う
な
ど
の
影
響
が

あ
る
た
め
、
老
朽
化
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
首
都
圏
を
背
後
に
抱
え
、
国
際

基
幹
航
路
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
横
浜
港
は

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
※
に
選
定
し
て
お

り
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港
し
て
い
ま
す
。

本
牧
ふ
頭
地
区
で
は
建
設
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
た「
く
し
形
」の
ふ
頭
を
埋
め
立
て
、

ヤ
ー
ド（
積
み
荷
を
置
く
場
所
）を
拡
張
し
、

大
型
岸
壁（
桟
橋
式
の
岸
壁
）を
整
備
す
る
こ

と
で
老
朽
化
対
策
と
合
わ
せ
機
能
の
向
上
を

図
り
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
接
岸
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。
横
浜
港
の
事
例
の
よ
う
に
老

朽
化
対
策
と
併
せ
、各
港
湾
施
設
が
担
う
役

割
を
見
据
え
て
高
機
能
化
を
行
う
こ
と
も
港

湾
の
老
朽
化
対
策
の
特
徴
で
す
。

国
内
線
・
国
際
線
合
わ
せ
て
現
在
39
万
回

と
日
本
一
の
発
着
数
を
誇
る
羽
田
空
港
は
、

「
24
時
間
空
港
」と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

滑
走
路
や
誘
導
路
な
ど
の
舗
装
点
検
は
、

年
１
回
の
頻
度
で
実
施
し
て
い
る「
定
期
点

検
」の
ほ
か
、全
域
を
主
に
徒
歩
に
よ
る
目
視

で
行
う「
巡
回
点
検（
Ⅰ
）」（
滑
走
路
年
９
回
、

誘
導
路
・
エ
プ
ロ
ン
年
6
回
）、
主
に
車
両
か

ら
目
視
で
行
う「
巡
回
点
検（
Ⅱ
）」（
夜
間
は

毎
日
、
昼
間
は
週
２
回
）が
あ
り
ま
す
。

８
月
に
行
っ
た
巡
回
点
検（
Ⅰ
）は
、
先
導

車
１
台
、
照
明
車
２
台
、

ト
ラ
ッ
ク
１
台
、徒
歩
８

名（
打
音
点
検
７
名
、赤

外
線
カ
メ
ラ
点
検
１
名
）と
い
う
編
成
で
、路

面
に
ひ
び
割
れ
や
剥
離
な
ど
が
な
い
か
目
視

点
検
と
打
音
点
検
な
ど
で
確
認
。
軽
微
な
ひ

び
割
れ
は
そ
の
場
で
注
入
材
を
充
填
し
て
補

修
し
ま
す
。
こ
の
日
は
軽
微
な
処
置
だ
け
で

は
済
ま
な
い
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
り
、
緊
急

工
事
に
。舗
装
面
の
ひ
び
割
れ
は
、航
空
機
の

走
行
に
支
障
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
壊
れ

た
舗
装
の
破
片
を
ジ
ェッ
ト
機
の
エ
ン
ジ
ン

が
吸
い
込
む
と
、
航
空
機
の
安
全
運
航
に
支

障
が
生
じ
る
た
め
、
直
ち
に
補
修
が
必
要
。

し
か
も
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
な
い
と
、
多
く

の
航
空
便
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
23
時
半
か
ら
翌
朝
５
時
半
ま
で
の
短
時

間
で
点
検
・
補
修
だ
け
で
な
く
路
面
の
清
掃

や
草
刈
り
な
ど
も
行
う
時
間
と
の
勝
負
。
24

時
間
稼
働
し
続
け
る
空
港
を
、
昼
夜
問
わ
ず

見
守
っ
て
い
ま
す
。

（写真上）工事前の本牧ふ頭
（写真下）工事後の本牧ふ頭
老朽化したくし形部分の埠頭を埋め立て
ヤードを広くしながら、大型船が接岸可
能となる対応を図った。

打音点検の様子。ひび割れは注
入材で補修。軽度なものはこの
まま経過観察するが、緊急性の
高いものはすぐに工事を行う。

赤外線カメラ

舗装工事の様子

老
朽
化
対
策
と
高
機
能
化
の
W
対
策

横
浜
港
本ほ
ん
も
く牧
ふ
頭

港湾

24
時
間
空
港
を
守
る
安
全
管
理
の
目

東
京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）

空港

港
湾
局 

技
術
企
画
課

東
京
航
空
局 

東
京
空
港
事
務
所

※
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
…
大
型
化
が
進
む
コ
ン

テ
ナ
船
に
対
応
し
、ア
ジ
ア
主
要
国
と
遜
色
の
な
い
コ

ス
ト・サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
選
択
」と

「
集
中
」に
基
づ
い
て
選
定
し
た
港
湾
。
現
在
、
京

浜
港（
横
浜
港
、
東
京
港
、
川
崎
港
）、
阪
神
港（
大

阪
港
、
神
戸
港
）を
選
定
し
て
い
る
。

埋立部
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